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磯部晃さんから名古屋エスペラントセンターに2冊�/�� がありました。山添三郎の
「英語-エスペラント医語辞典」「エスペラン
ト-英語医語辞典」｡
山添三郎（1908-2007) は磯部さんの奥さんの
叔父さんに当たる人だそうです。

Yamazoe Saburoo “Angla-Esperanta 
MedicinaTerminaro” 2001,  720p
Yamazoe Saburoo “Esperanta-Angla 
Medicina Terminaro” UMEA Shinoda-
Kuracejo
Kraków 2006  534p
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 Ni multe enmanigas per Esperanto 

  rarajn kaj valorajn spertojn 

Vespere la 24-an de januaro en Nagoja Esperanto- 

Centro prelegis d-ro M‡rkus G‡bor, hungaro, kiu anta! 30 

jaroj lo"is en Nagojo kaj studis en Nanzan- Universitato.

#i-foje li veturis unue al Koreio por partopreni en 

Internacia esperanto- Renkonti"o de Meditado, al kiu li estis invitita, kaj revenvoje li 

vizitis Japanion, kaj profitante tiun okazon, li decidis revidi Nagojon.

La temo de lia prelego estis ÒEsperanto kaj miÓ.  Pli ol dek homoj a!skultis lin. Dum 

du horoj li parolis pri sia vivo kiel esperantisto.  Pere de lia prelego mi eksciis, ke li tre 

amas Japanion kaj la esperantistojn, kiuj ege subtenis lin tiu-tempe. La vizito al Nagojo 

$ajnas esti nostalgia voja"o pri liaj junaj tagoj. En Hungario la konstrua%oj kaj stratoj &iam 

restas samaj, malgra! la granda $an"i"o politika kaj ekonomia dum la pasintaj 30 jaroj, sed 

en Nagojo ege $an"i"is intertempe la urba aspekto. Por trovi la lokon, kie li iam lo"is, li 

bezonis du horojn, malgra! ke li kunportis detalan mapon, li diris.

Anta! la unua voja"o al Japanio li vivis sub la komunisma re"imo. En tiu situacio 

studi en aliaj landoj a! voja"i eksterlanden estis tre malfacile, sed post  penaj klopodoj li 

sukcesis efektivigi sian revon veni al Japanio. En japanio li travivis nekredeblajn 

avanta%ajn spertojn, renkontis multajn esperantistojn, kiuj estis pretaj helpi lin, sed 

Esperanton li ne estis ellerninta en sia lando. Mirige survoje al Jokohamo per trajno kaj 

$ipo dum du semajnoj li lernis nian lingvon kaj da!rigis la lernadon plu en Japanio. 

Unue li restis en Kioto mallonge, kaj poste li venis al Nagojo kiel stipendiulo de s-ro 

WASEDA Yutaka, estro de Entrepreno de ÒVerda SteloÓ, kaj studis la japanan lingvon kaj 

kulturon en Nanzan-Universitato. 

Kaj pli miriga estas la fakto, ke dankÕal Esperanto kaj la spertoj akiritaj en Japanio, li 

faris, reveninte en sian hejmlandon, brilan karieron kiel altranga oficisto en la $tata petrol-

organizo. A!skultinte lian prelegon, mi rimarkis kaj konkludis, ke Esperanto povas doni al 

ni diversajn trezorojn. Kvankam ni ne gajnas monon el Esperanto, ni multe enmanigas 

rarajn kaj valorajn spertojn, kiujn oni ne povas a&eti.

Post la prelego ni vesperman"is kune en najbara restoracio. Estis tre kontentiga 

vespero por mi. Dankon al &iuj, kiuj aran"is la preleg-vesperon !                   �)�J�E�F�L�P

D-ro M‡rkus G‡bor kaj Hideko
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本書は、由比忠之進というエスペランティストが、当時の日本の政治に対して抗議

して焼身自殺をした1967年11月11日の事件をとおして、由比忠之進という人物像、そ

の背景にあった日本の歴史とエスペラントの思想、遺族の思いなどをていねいな取材に

もとづいて描き出したものです。本書評は客観的な視点からではなく私個人がどのよう

にしてこの本に引き込まれていったのかという視点から書かれているという点をあらか

じめお断りしておきます。

『我が身は炎となりて－佐藤首相に焼身抗議した由比忠之進とその時代』というタ

イトルを見ても特に興味がひかれたわけではありませんでしたが、この本を読み始めて

すぐに引き込まれていきました。

まず、冒頭に記された1967年11月11日という焼身自殺の日付を見て引き込まれま

した。私は1967年9月23日生まれです。人は生まれた直後の時代については後で勉強し

なおさない限りは何もわかりません。この本では、ベトナム戦争、安保闘争、沖縄返還

という事件が取り上げられていますが、こうした事件名は、私のような後の時代の者に

とっては年表に出てくる単なる項目に過ぎません。

しかし、この本の第一部では、焼身自殺という事件を中心に当時の日本社会の雰囲

気が生々しく伝えられていて、まるでその時代を生活しながら当時の新聞を読んでいる

ような臨場感を与えてくれます。つまらない歴史の概説のようなものに慣れている人に

とっては刺激的で、興味深い記述になっていると思います。第二部では、由比忠之進が

生まれた1894年以降日本が周辺のアジア諸地域を支配していった歴史が、やはり由比

忠之進という人物の経歴を中心において生き生きと描かれています。


����w�Ë�›�ß�Q�^�d�h�Š
比嘉康文著『我が身は炎となりて』新星出版 2012年

書評 山田寛人
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次に引き込まれたのは、第二部に出てくる名古屋でのエスペラント運動に関する記

述です。私自身が名古屋で生まれ育ちエスペラントを学んだということもあり、興味深

く読むことができました。1927年9月に日本初のエスペラントのラジオ講座が行われた

のが名古屋で、ラジオテキストの売り上げ部数が英・仏・独語よりもはるかに多かった

ということは、本書を読んで初めて知りました。

また、エスペラントが取り締まりの対象になっていて警察官もエスペラントを学ん

でいたという話は、やはり日本人警察官が植民地支配を円滑に進めるために朝鮮語を学

んでいたという歴史とも重なって興味深いものでした。そうした目的でエスペラントを

学ぼうとしていた警察官にエスペラントを教えていた由比さんの人の好さと、現実の恐

ろしさがよく伝わってきました。この記述を読んで、私が学生時代に妹が警察官の試験

を受けて一次試験だか二次試験に通った後に、私が住んでいたアパートの部屋に警察官

がやってきて本棚に並んでいたエスペラントの本を見て「エスペラントですか・・・」

と言っていたことを思い出しました。

　 エスペラントは由比さんの焼身自殺の思想的背景のひとつだったようですが、エ

スペラントと言えば言語であり言語と言えば道具であると思っている人にとってエスペ

ラントの思想というものは理解しがたいかもしれません。たしかに、エスペラントの思

想などとは無関係に、道具として外国人との交流を純粋に楽しむという人も少なくあり

ません。逆に、エスペラントの思想には共感しても道具としてのエスペラントを使いこ

なせないという人もいます。由比さんはどちらの面に対しても情熱を注いで、実際にも

行動していたという点で貴重な人物だったということがこの本を通してよく理解できま

した。

　 最後に、焼身自殺という抗議の方法に対する評価についてですが、それを称賛す

るようなものであれば、読む気が失せていたかもしれません。しかし、この本ではそれ

について多面的な調査をつうじて客観的にえがかれていたので、焼身自殺という事件そ

のものに対して自分なりに自由に考えることができました。とくに、遺族の方々へのイ

ンタビュー内容は非常に興味深かったです。当時の社会的評価と、遺族の方々の心情と

のちがいというものが、人間の命を考えるうえで重要な問題だということに改めて気づ

かされました。

　 19世紀末から1960年代までの日本の近現代史、1960年代までの日本のエスペラ

ント運動の雰囲気、焼身自殺に対する評価という問題について大いに刺激を受けた一冊

でした。★
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『我が身は炎となりて』を読んで                                        山田義

2007年11月､比嘉康文さんを名古屋エスペラントセンターの事務所に案内した【写
真】。由比忠之進が名古屋にいたころのことを取材するためだ｡竹中収集のNHKラジオ
講座のポスターや写真､機関紙などをお見せした｡私が20歳のころ初めて参加した富山の
日本大会には由比さんといっしょだったり名古屋の例会などで会ってはいたが､比嘉さん
の取材に役立つような話もできなかった｡聞くと私と同じ年齢で､沖縄の宜野湾市に住む
新聞記者だとのことだった｡由比さんのことでは情熱を持って取材にあたっていた。
長年の準備の末､このほどこの本を上梓され心から喜んでいる｡この本では､焼身自殺

した由比忠之進さんの生涯を書いているが､日本のエスペラント運動の歴史を生き生きと
示してくれた｡内部の者の目からではなくジャーリストとして扱っているので当時の名古
屋のエスペラントの働きも公正な目で読み取れる｡
由比さんが名古屋で家族から離れて暮らしていたころ､私の父は音信不通で､東京あた

りに暮らしていたらしい｡今この本の巻末にある由比さんの年表をみると､由比さんは父
より10歳も年上だったのだ｡「由比さんの家族は横浜に住んでおられるだよ」と先輩か
ら聞いており､ご家族の苦労を同情したことを覚えている｡
名古屋エスペラント会の例会は毎週金曜日に竹中さん､丹羽さん､由比さんなどが熱心

に集まっており､ベトナムからエスペラントの本が新しく出ると由比さんが持って来てい
た｡若いころはその場にいながら私はこの地方のエスペランティスト事情を把握もしよう
ともしなかったが､こうして比嘉さんが書いた本で､若いころ自分のいた状況を振り返っ
ている。自分の若いころの位置は今や歴史の中にある。その歴史はひとりの人物を通し
て蘇り現実の今へと結びつけている。
由比さんの行為を思いつつ､使徒パウロがコリントに住む信者に送った書簡から､有名

な愛の賛歌の1節を記しておく｡ Se mi lasus mian korpon por forbrulo, sed ne havus 
amon, per tio mi neniom profitus. I Korintanoj 13:3   (私のからだを燃え尽きることに
引き渡そうとも、愛を持たないなら、そのことで私はどれほどの益も得ない。)★
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日時：2012年３月２４日（土）１6時～
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